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神
門
左
右
に
そ
び
え
る
御
神
木
の
楠
の
新
緑
が
美
し
い
季
節
で
す
。
大
分
県
指
定
保
護

樹
林
で
あ
る
鎮
守
の
杜
を
象
徴
す
る
こ
の
巨
樹
は
、
御
創
建
か
ら
千
百
六
十
余
年
を
数
え

る
当
社
と
共
に
、
長
い
歴
史
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
太
宰
府
天
満
宮
境
内
の
句
碑
に

　
く
す
の
木
千
年
　
さ
ら
に
今
年
の
若
葉
な
り

と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
自
然
界
の
営
み
に
、
深
い
生
命
力
を
感
ぜ
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
も
三
年
目
と
な
り
、
よ
う
や
く
こ
の
感
染
症
に
対
処
し
な
が
ら
も
、

徐
々
に
社
会
全
体
が
日
々
の
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
昨
今
で
す
。
当
社
に
お
き
ま
し

て
も
、
恒
例
祭
典
を
欠
か
す
こ
と
な
く
斎
行
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
神
輿
巡
行
を

は
じ
め
と
し
て
各
種
神
賑
行
事
に
つ
い
て
は
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
、
よ
う
や
く
本
年
は
三
年
ぶ
り
と
な
る
夏
越
大
祭
神
輿
巡
行
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
数
百
名
に
及
ぶ
担
ぎ
手
に
よ
る
形
式
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
と
い
う
思
い
で
、
氏
子
青
年
会
神
輿
役
員
に
よ
り
執
り
進
め
て

頂
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
恒
例
の
夏
越
大
祓
茅
の
輪
を
境
内
に
設
置
す
る
ほ
か
、
大
祓
祈
願
祭
も
当
社
報
に

掲
載
の
通
り
に
斎
行
致
し
ま
す
。
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
と
な
り
ま
す
が
、
希
望
者

ど
な
た
で
も
参
列
可
能
で
す
。
お
申
し
込
み
の
上
、
お
祓
い
を
お
受
け
に
な
り
御
神
徳
を

い
た
だ
か
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
各
所
で
田
植
え
が
行
わ
れ
て
、
水
面
に
そ
よ
ぐ

早
苗
が
日
一
日
と
伸
び
て
ゆ
き
ま
す
。
向
暑
の
季
節
、
皆
様
に
は
清
々
し
く
お
元
気
に
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
巻
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２

神
輿
巡
行

十
一
月
二
十
三
日
　
新
嘗
祭

３

　

当
社
祭
典
の
中
で
一
番
規
模
の
大
き
い
行
事
で
あ
る
夏
季
大
祭
。
コ
ロ
ナ
禍

と
な
っ
て
か
ら
は
二
年
中
止
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
氏
子
青
年
会
に
て
協
議

の
結
果
、
三
年
ぶ
り
に
大
人
神
輿
の
巡
行
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
神
輿
を
担
い
で
の
巡
行
は
お

こ
な
わ
ず
、
台
車
︵
曳
車
︶
に
乗

せ
て
の
巡
行
と
な
り
ま
す
。
ま
た

奉
仕
者
も
人
数
の
制
限
や
体
調
管

理
な
ど
感
染
対
策
を
入
念
に
実
施

致
し
ま
す
。
従
前
と
は
違
っ
た
形

態
と
な
り
ま
す
が
、
氏
子
崇
敬
者

皆
様
に
は
何
卒
ご
理
解
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
企
業
・
崇
敬
者
の
ご
協
力
に
よ

り
境
内
や
参
道
に
は
例
年
通
り
の
﹁
奉

燈
﹂
が
灯
さ
れ
ま
す
。
夜
に
は
灯
袋

に
明
か
り
が
灯
さ
れ
、
幽
玄
な
世
界
へ

と
誘
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
参
拝
の
上
ご
覧
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

お
こ
な
い
ま
す

三
年
ぶ
り
夏
越
大
祭
神
輿
巡
行

お
こ
な
い
ま
す

三
年
ぶ
り
夏
越
大
祭
神
輿
巡
行

※両日とも庄内神楽の奉納が行われます。
　（午後五時～午後九時頃）

一
〇
〇
基
の
立
灯
籠

奉
燈

七
月
十
八
日
（
月
・
海
の
日
）
午
後
四
時
　
　
宵
　
祭

　
　
十
九
日
（
火
）

午
前
十
一
時
　
夏
越
大
祭

神
輿
巡
行
　
　
午
後
五
時
出
御
〜
午
後
八
時
還
御



４５

●茅の輪のくぐり方

　

左
ま
わ
り
・
右
ま
わ
り
・
左
ま
わ
り
と
、
８
の
字
を
書
く
よ
う
に
三

度
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。
そ
う
す
る
と
身
も
心
も
清
ら
か
に
祓
わ
れ
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
一
般
希
望
者
を
対
象
と
し
た
大
祓

祈
願
祭
を
下
記
の
と
お
り
に
斎
行
致
し
ま
す

の
で
、ご
都
合
に
合
う
日
時
を
ご
確
認
の
上
、

ご
来
社
に
な
り
お
祓
い
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

一
年
の
ち
ょ
う
ど
半
分
に
あ
た
る
六
月
三
十
日
に
は
全
国
の
神
社
で
大
祓

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
、
神
職
の
手
に
よ
り
一
本
一
本
選
り
分
け
ら
れ

た
み
ず
み
ず
し
い
茅
と
青
竹
で
作
ら
れ
た
「
茅
の
輪
（
ち
の
わ
）」
が
本
殿

前
に
設
け
ら
れ
、「
茅
の
輪
神
事
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
神
事
は
半
年
の
間
に
知
ら
ず
知
ら
ず
し
て
身
に
つ
い
た
罪
穢
れ
を
祓
い

除
い
て
、
無
病
息
災
・
厄
難
消
除
を
祈
る
神
事
で
す
。

　

水
無
月
の
大
祓
式
は
、「
夏
越
の
大
祓
」
と
も
呼
ば
れ
、
元
気
に
暑
い
夏

を
乗
り
切
る
と
と
も
に
、
新
た
に
迎
え
る
半
年
を
さ
わ
や
か
に
ま
た
清
ら
か

に
過
ご
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
私
た
ち
の
祖

先
の
生
活
の
知
恵
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
。

　

こ
の
水
無
月
の
大
祓
式
は
、
茅
の
輪
を
く

ぐ
る
こ
と
で
悪
い
流
行
り
病
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
神
事

を
受
け
、
病
気
に
負
け
な
い
よ
う
に
心
と
体

を
整
え
て
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、
こ
の
「
茅
の
輪
」
は
三
十
日
午
後
三
時

に
立
ち
あ
が
り
、一
週
間
程
設
置
し
て
い
ま
す
。

夏
越
の
大
祓
式
　
茅
の
輪
神
事
の
ご
案
内

夏
越
の
大
祓
式
　
茅
の
輪
神
事
の
ご
案
内

夏
越
大
祓
祈
願
祭

夏
越
大
祓
祈
願
祭

一
、祭
典
日
時

●
六
月
三
十
日︵
木
︶

　

・
午
後
四
時
三
十
分  

・
午
後
五
時

　

・
午
後
五
時
三
十
分  

・
午
後
六
時 

●
七
月
　
一
日︵
金
︶

　

・
午
後
四
時  

・
午
後
五
時 

・
午
後
六
時

●
七
月
　
二
日︵
土
︶

　

・
午
後
三
時  

・
午
後
四
時 

・
午
後
五
時

●
七
月
　
三
日︵
日
︶

　

・
午
後
三
時  

・
午
後
四
時 

・
午
後
五
時

一
、初
穂
料

　

お
一
人
様　
　

一
千
円

　

※

授
与
所
で
の
受
付
時
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

一
、当
日
の
流
れ

①
祭
典
前
に
受
付
に
て

　
　
　
　
　
　

人
形（
ひ
と
が
た
）に
氏
名
を
記
入

②
祓
所
で
の
神
事

　
　
　
　
　

大
祓
詞
奏
上
、切
麻
・
大
麻
に
よ
る
お
祓
い

③
茅
の
輪
く
ぐ
り

④
御
本
殿
に
て
祈
願
祭
参
列

⑤
撤
下
品（
お
さ
が
り
）授
与
の
ち
終
了

一
、申
込
受
付

混
雑
を
さ
け
る
た
め
、事
前
予
約
を
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

当
日
申
込
は
各
開
始
日
時
の
十
五
分
前
ま
で
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
空
間
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、先
着

三
十
六
名
を
超
え
る
場
合
は
お
待
ち
頂
き
、右
設
定
時
間

に
連
続
し
て
執
行
致
し
ま
す
こ
と
を
、あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

・・・

祭
典
は
神
職
に
よ
り
執
り
進
め
ら
れ
ま
す
。
所
要
時
間
は
約
三
十
分
で
す
。

※

朱印帳に直接お書きするほか書置きのものもあります。
六月三十日から夏祭り（七月十九日）まで
初穂料　三百円

・
・
・

【夏越大祓限定御朱印】 【夏越大祓特別祈願符】

「
無
病
息
災
疫
病
消
除
」
の
願
意
を
込
め
た

ご
神
札
で
す
。
夏
越
大
祓
祈
願
祭
に
ご
参
列

の
方
に
お
授
け
す
る
ほ
か
、六
月
三
十
日
か
ら

八
月
末
ま
で
の
期
間
、
社
頭
で
頒
布
し
ま
す
。

祓所での神事

茅の輪くぐり

水
無
月
の

　
夏
越
の
祓
い 

す
る
人
は

　
　
　  

千
歳
の
命 

　
　
　
　   

延
ぶ
と
い
う
な
り

・初穂料　八百円



６７

日
向
灘
の
地
震
に
よ
る
被
災
報
告

　
本
年
一
月
二
十
二
日（
土
）の
深
夜
一
時
八
分
、
日
向

灘
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６.

４
の
地
震
が

あ
り
、
県
下
で
は
最
大
震
度
５
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
水
道
管
の
破
裂
や
家
屋
の
屋
根
瓦
、
塀
の

倒
壊
、
地
割
れ
な
ど
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
な
ど
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
当
社
周
辺
は
活
断
層
が
通
っ
て
い
る
た
め
、
石
灯
籠
七
基
と
玉
垣
の
一
部
の
倒
壊
、
ま
た
建

物
に
よ
っ
て
は
瓦
や
壁
な
ど
の
落
下
、
亀
裂
と
い
っ
た
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
本
殿
内
も

調
度
品
を
飾
る
台
が
倒
れ
、
金
幣
、
御
神
鏡
に
被
害
が
残
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
全
国

各
社
よ
り
お
見
舞
い
を
頂
戴
し
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
破
損
し
た
調
度
品
や
灯
籠
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、早
速
に
も
修
繕
で
き
る
も
の
は
復
元
し
、神

具
に
つ
い
て
は
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
よ
り
ご

奉
納
戴
き
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

絵馬堂　屋根瓦破損

金刀比羅社　石灯籠倒壊

儀式殿　大友親秀公奉納石灯籠倒壊市道沿いの玉垣破損

奉
納
品
紹
介

震
災
復
旧

　

大
分
市
王
子
南
町
の
医
療
法
人
春
風
う
ち

の
う
整
形
外
科
院
長
内
納
正
一
様
よ
り
金
幣

の
ご
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。
氏
は
平
素
よ
り

敬
神
の
念
篤
く
長
年
当
社
を
崇
敬
い
た
だ
い

て
お
り
、
日
々
の
感
謝
と
共
に
、
初
詣
に
み

え
る
多
く
の
方
に
春
日
の
大
神
さ
ま
の
御
神

徳
が
広
く
い
き
わ
た
れ
ば
と
本
殿
大
床
正
面

の
金
幣
を
奉
納
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ご
奉
納
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
本
殿
大
床
金
幣
奉
納

　

今
年
八
十
四
歳
に
な
る
安
部
武
さ
ん
は
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
雨
天
以

外
の
ほ
ぼ
毎
日
、
境
内
の
美
化
奉
仕
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

安
部
さ
ん
は
主
に
御
本
殿
西
側
の
稲
荷
社
や
厳
島
社
、
浮
殿
の
あ
る
池

周
辺
を
約
半
日
か
け
て
丁
寧
に
掃
き
掃
除
し
ま
す
。
こ
の
周
囲
は
楠
が
多

く
、
特
に
春
先
の
落
葉
は
相

当
な
量
で
す
が
、
お
陰
様
で

常
に
箒
目
が
つ
い
て
清
々
し

い
佇
ま
い
で
す
。

　

こ
の
奉
仕
に
対
し
て
、
昨

年
は
大
分
県
神
社
庁
設
立
七

十
五
年
記
念
表
彰
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

○
境
内
の
美
化
奉
仕

　
安
部
武
さ
ん
　
神
社
庁
記
念
表
彰
を
受
賞

本殿外陣雪洞一対
（有）ミリオン美容室 様

大分市勢家町

金
一
封

後
藤
一
郎
様

大
分
市
勢
家
町

本
殿
外
陣
御
神
鏡
台

春
日
敬
神
婦
人
会
様

奉
納
奉
告
祭

代
表
者
に
よ
る
玉
串
奉
奠

本殿外陣金幣
安部フジ子 様

大分市南生石東

ト

ピックス



多くの人たちを招いての披露宴は難しい

だけど、二人を見守ってきた家族には

私たちの成長を見てもらいたい

家族のみ、少人数だけでの会食も承ります

二人の新たな門出を神前に誓いませんか

挙 式プ ラン
◎挙式　特式（雅楽生演奏、巫女舞）

◎衣装　紋付袴、白無垢（かつら、着付、メイク含む）

◎写真　親族集合、お二人の正式写真（六切り）

◎前撮りや引出物の手配、お食事会場のご紹介も承ります。

　　詳しくはお問合せください　

春日神社　婚礼担当　TEL097-532-5638   

受付時間　9：30～17：00

“ 家 族 婚 ”

　
今
年
も
梅
雨
に
入
り
、
雨
や
蒸
し
暑
さ
で
鬱
陶
し
く
な
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
皆
様
に
少
し
で
も
気
分
晴
れ
や
か
に
ご
参
拝

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
手
水
舎
の
水
盤
を
利
用
し
て
の
「
花
て
み

ず
」
を
実
施
致
し
ま
す
。
今
年
で
三
年
目
を
数
え
S
N
S
な
ど

で
徐
々
に
浸
透
し
て
き
た
当
社
の
花
て
み
ず
。
是
非
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
手
水
は
感
染
症
対
策
の
た
め
セ

ン
サ
ー
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８

花
て
み
ず

結婚式は
　　ご両家の縁を固く結ぶ儀式

六
月
一
日
か
ら
八
月
中
旬（
お
盆
）
頃
ま
で

期
間

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付

　
　
権
禰
宜
　
　
田
　
中
　
義
　
尚

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付

　
　
権
禰
宜
　
　
神
　
田
　
宗
　
伯
　

令
和
四
年
四
月
一
日
付

　
　
権
禰
宜
　
　
宮
　
本
　
佳
　
明

令
和
四
年
六
月
一
日
付

　
　
巫
女
　
　
　
牧
　
　
　
希
　
姫

人 事

アジサイやひまわりなど色とりどり

の季節の花々が月ごとに彩りを変え、

目を楽しませてくれます。


